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はじめに

　本調査報告は，昭和59年3月一4月にタイ国南部

（マレイ半島）のマングローブ植生を対象とした植物

生態学的調査，とくに群落区分と群落構造鴎契」する調

査の結果がまとめられている。植物の生育にとって地

球上でも最も恵まれた環境条件にあるといわれている

のが，熱帯アジアである。その中でも種類組成が豊か

なタイ国の自然植生は，熱帯降爾林からマングローブ

林まで，比較的広い面積に渡って残存生育している。

　本調査研究は，このタイ国の自然植生，とくにマン

グローブ植生について生理，生長，生態，環境，利用

などさまざまな観点からの学際的，総合的な調査研究

プロジェクトの一環として，文部省科研費（海外学術

調査，研究代表者：富脇昭），臼本学術振興会および

タイ国のN盆CT（Nationa1　Researci1　Council　o｛

Thailand）の援助によって実施されている。

　また，今晒調査資料が収集されたRanongおよび

Pang－ngaの各地点には，地下水の動態，塩分濃度な

どの測定のために，塩化ビニール（直径160mm）の

パイプが汀線から約50mおきに埋設されている。この

塩化ビニールのパイプは，長さが2m（地中部が1．5

m）で，地下水の透過のために2mm程度の穴が多く

あけられている。マングローブの植生と地下水等の成

分・動態との対応関係を解明するために，植物群落の

区分と構造に関する本調査結果は，今後継続して測定

される地下水に関する調査結果との比較検討が予定さ

れている。

調査地と調査法

　調査の対象となった地点は，タイ国の南部に位置し

ているRanong，　Pang－nga，　Songldhaの3地点であ

る（Fig．1）。

　Ranongは，マレイ半島北西部のアンダマン海側に

位鷺しており，西端をビルマ国境と接している。年平
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均気温が26．7。C，年間降水量が4，325mmを数え，

1月と2月がいわゆる乾季となり，極端に降水量が少

ない。一方，Songklhaは，タイ湾に面しており，27．6。

Cの年平均気温と2，257m｝nの年間降水量となってお

り，10月から12月にかけての降水量が多いのが特徴と

なっている。

　調査は，植物界会学的方法（BニーBl．1964，　Miya－

waki＆K：．　Suzuki　1981）によって行なわれ，現地植

生調査と群落組成表作成との2段階にわけられる。

　群落構造の解析も同時に実施されたRanongおよ

びPang－ngaにおいては，汀線を起点として内陸方向

に基線を設け，群落相観の均質な広がりをもつ方形区

毎に植生学的調査を行った。

　現地植生調査では，均質な相観をなし，均一と判定

される立地で，最小面積以上の広がりをもつ阿分につ

いて，階層別の種のリストと量的測度が与えられた。

被度，群度の測定法にはいろいろな方法があるが，植

生分類のための調査には現在Braun－Blanquet（1964）

による総合優占度が一般に湘いられており，今回もこ

の尺度によった。

　　5：被度が調査面積の3／4以上を占めている

　　4：被度が調査藤積の1／2～3／4を占めている

　　3：被度が調査面積の1／4～！／2を占めている

　　2：きわめて個体数が多いか，または少なくとも

　　　　調査面積の1／10～！／4を占めている

　　1：個体数は多いが被度は！／20以下

　　＋：きわめて低い被度で，わずかな個体数

　　r：きわめてまれに最小被度で謝現する

　群度は，調査地内に個々の植物個体がどのような配

分で生育しているかの評価・分級で，量には直接関係

ない。次の5階級に群度が分けて判定された。

　　5：ある植物が調査地内にカーペット状に一酸iに

　　　　生育している

　　4：大きな斑紋状。カーペットのあちこちに穴が

　　　　あいているような状態

　　3：小頭の斑紋状

　　2：小鞍状

　　1：単生

　現地で得られた調査資料は，室内作業による素表，

部分表，区分表へと組みかえが行なわれ，既発蓑資料

との比較検討を重ね，最終的に群落単位の判定ヵミ行な

われた。

調査結果

A．群落区分

今回のRanong，　Pang－ngaおよびSongldhaにお

ける現地踏査によって，49地点の植生調査資料が収集

されている。現地で測定された植生調査原票を室内作

業による組成表作成を行った結果，以下に示されてい

る9群落にまとめられた。

　1。s・πηεrαfεαα伽磁ひεcθ’己πεααzゐα群落

　　　（Taわ．1）

　Ranongの4地点において植生調査資料がえられて

いる5ω〃溜窃ガα一A窃ごθπ二輪林である。群落の高さが

14－21mの高木林であり，・肋fc8〃z∫αα乃α，50〃z即α’∫α

αZ伽およびA6g∫60ノ孤ω2痂α’Z顔♂5を群落区分種と

する。出現種数は3－4種を数え，林分によっては

描滅ψ1zo昭ノ〃z‘αηノzα如を混生している。塩分濃度の

高い河口付近や外洋に面した立地を中心に生育してい

る。

　2．・4ひjcθππ∫α海αr加α群落（Tab．1）

　Ranong，　Songklhaの3地点から植生調査資料がえ

られている・4τ∫66朋忽η～αゆZαを区分種とする植生

である。群落の高さが6－181nと植分による差があ

り，禺魚種数も3－8種を数えている。現存している

植分は，河口に近い立地を中心に，小面積の生育に限

られている。

　3．鞠Zocα甲π8　grαπα加7π群落（Tab．1）

　Songklha湖に生育している高さ4－61nのX：ソZo－

6αリゥzβgノ伽磁〃μ低木林である。被度・群度が4・4

で，ほぼ純林を形成している。流水側前線には孟窃ひ

8ノηz忽刀～ω窃α群落が幅数mで生育している。また，

この群落の内陸鯛には，昂08〃ぼρ‘1躍♂o∫α一魚ノ捌8柵

Z漉01認お群落が繁茂している。

　4．　β｝’π9ω」θrα9〃配πωT’‘ε2α圏・配ん甜OPゐorα

　　　μPεc認α如群落（Tah．1）

　この群落は，群落の高さが28－29mに達する1轍一

切ρノLO／u‘ψ～6z’Z‘z♂αi藍木林である。　Ranongおよび

Pang－ngaの5地点から植生調査資料が得られている。

タイ圏のマングローブの自然林として最も生育面積が

広かったのが，この群落である。しかし，現在では長

年におよぶ伐採など人間活動の結果として，その大部

分が破壊されてしまっており，RanongのMFRC地

区（調査番号丁84－！9，2G）などにおずかに残存して

生育しているにとどまる。

　5．Cerερps　dθcαπdrα・Brπ9π護θrαPαroガJorα

　　　群落（Tab・1）

　この群落の区分種であるCβノψρ5漉ごα〃‘かαと掛’‘一

gz，’θ罵ρσ加ゲZo昭はいずれもがマングローブの伐採

地などに先駆的に侵入してくる種である。したがっ

て，この群落は二次林である。群落の高さは4mから

25mまで植分によって高木林，亜高木林，低木林とさ



まざまな相観を呈している。高木第一層または低木層

ξこをま，　Bノ＾ε6gκ∫θノ＾αρζzプηゲ♂oハαカミ四度●㍊零度2。2－4・4

と繁茂している。Ranongの9地点において植生調査

資料がえられたこの群落は，X：yZ醒αノブ〉郡ノ〃。面‘7Cθη∫15

と　C8敵ψ∫オαg記によって区分されるXメocαψ郡

ノ〃oZ～催8／z伽下位群落と特定の区分種が生育しない典

塑下位群落とに下位区分される。典型下位群落は，さ

らに，Aぐα1z〃LZ’3漉切腕’z‘∫，　D6ノ九∫癖ルZ如如の生育

によって区分される！1C侃’／膨5”0ガノb♂11〃∫下位単位と

典型下位単位とに細区分される。これらの下位単位区

分は，潜在植生と人為的影響の程度との差によってい

る。

　6，　。4eros‘εc勧η乙SPθcj⑰ε配配一2ヒμocα避P駕8

　　　御。伽oo8πεε8群落（Tab．1）

　X三yZo6αノソ）～‘∫　〃～oZμc6θノ～∫～5，　C（ノノゴ0！＞∫　∠αgαZ，　Aθ那‘ム

漉κ’μ5ρεo∫05πノπを区分種とするこの群落は，Pang－

ngaの6地点から植生調査資料がえられている。群落

の高さが18－25mに達する高木林であり，出現種数は

8－11種を数える。林床にはAα那批1z～研砂。ご’05’〃π

を中心にD8〃ゴ∫師声Z磁α，A6α1zオん～’5ノ批げb競’5など

が繁茂している。

　7，PIL・θ廊P伽伽α一πθrεfεθrα雌・rα’εs群落

　　　（Tab．1）

　この群落は，翫門川πZ漉0’顧∫，昂081Z加♪α面405α，

翫9〃α’ゴαf〃砒α，Hoッα卸η∫漉。α，エ）8ηお‘απ66－

1溜6〃∫～∫，E露ω8cα1’融‘zgα伽♂1αを区分種とする高木

林であり，出現種数が11－16種と多い。いわば後背マ

ングローブ植生といえる。今圃調査資料がえられた植

分は，潜在自然植生として　飾’露’6ノ’α堀㍑o駕αr1α高

木林の生育する立地であるが，一部破壊された為に

P肋飢詫ρ必冠05αが二次的に繁茂している。

　8　αθrodθ認roπεπθr7πθ一∠4cαπ漉πs　eδrαcfθα一

　　　同型s群落（Tah．1）

　マングローブ林が破壊され，裸地化された土地に先

駆的に侵入してきたツルー低木林である。群落の高さ

が0．8－1．5mの単層群落で，植被率は90－100％と地

表が広く覆われている。いずれの植分もSongklha地

区で調査資料がえられている。群落区分種のAcαノ痂Z‘∫

8加αごオθα甜∫はマレイ半島部でもタイ湾口のマングロー

ブに多くの生育がみられる。この群落は，流水側前線

の自然のマント群落としても生育している。さらに，

Aθ’o∫批1z～〃παz‘’でん1μを区分種とする下位群落と特定

の区分種をもたない典型下位群落とに区分される。

　9、　jD6rrε8か‘1℃」♂α如・ノ40απ漉π8躍。ε南～∫配3

　　　群落　（Tab．2）

　Aぐα磁1耀∫　耀Cケ配乞～‘∫，D8ノガ∫　‘痒ノ祝’鷹α　および
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野州の∫ω廊2ηαプ勧ノzαを区分種とするツル植物群落

である。調査資料は，Panong，　Pang－ngaにおいて得

られているが，アンダマン海側のマングローブには広

く見ることができる二次植生である。R1鷹oρ1zo㍑

砂’α廊如が低木層に生育している林分もあるが，一

般に1m前後の単層群落を形成している。

　B．群落構造

　マングローブ植生における群落構造と地下水との関

係の解析のために，汀線から内陸に向けて数百孤の

長さの塾線を決め，群落の相観や構造が均質な広がり

毎に植物社会学的植生調査を行った。調査地点は，

Ranongの1地点，　Pang・ngaの3地点の計4地点で

ある。

　群落構造に関する解析は，（1）汀線を起点として内

陸側に向かって引かれた基線の座標，（2）植生調査ポ

イント（以下この植生調査ポイン】・毎のデータであ

る），（3）階層構造と階層別の植被率，（4）主なマン

グローブ構成種別，階層鋼の総合優占度，（5）出現種

数，⑥　群落区分の6項Fiとして，　Flg．2－5にまとめ

られている。

　群落の階層は，T1＝Tree　layer－1（高木第一次），

T2騙Tree　Iayer－2　（高木第二層），　S漏Shrub　layer

（低木層），H竺Herb　layer（草本層）を意味してい

る。また，群落区分は，Tab．1－2にまとめられてい

る群落組成表の群落番号に対応している。

　1．　ライン番号＝Ra11011g－1，　調査地：皿FRC地

　　　区，R鍛ong

　この調査地点は，群落構造とその階層別の植被率の

項によって明確なように，自然植生がよく残存生育し

ている。起点すなわち汀線付近から40－50mまでは，

εo朋8ノ・α加α必α，五窃‘槻癖αα乃αの生育が特徴的で

ある。起点よりの座標が100－200mの位置に，高さ25

mを越え，よく発達したBrμg～磁rαg｝，〃〃zo1γ1！詑α一

Rノ寵砂ノzo規ζψ如廊彦α群落が生育している。潜在癬

然植生としてのBプz4gz4如u　g：y〃ηzo1ガz伽・Rlzf2（ψ1LOlu

砂ゴα廊如群落の広がりは，起点よりの座標が40－5G

mから内陸側に連続している。しかし，現存植生とし

ては，一部の自然林が伐採されており，D81γ～∫ケヴび

Z～α如．．4ぐα1z〃L郎～Z∫cヶb伽5群落が生育している。起点

よりの座標が200mを越えるとC6ノゴ砂∫‘Z8c伽雄α一

B摺g～’診αρα塑卯。’層α群落の生育地となっている。

この群落は，高さが！0－！3mと低く，伐採の影響を強

く受けている二次林である。構成員の動態に関しては，

R1瘤ρρ1zα閣α刀Z耀ro甲州が低木層および草本層に，起

点より75m付近までに限って生育している。
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Table 1. Community table of Mangrove Vegetation (1)

1:

2:

3:

4:

5:

Senneratia alba-Avicennia alba-comrnunity
Avtcennia marina-community
Xylocarpu$ granaturn-community
Brugviera gymnorrhiza-Rhizephora aptculata-cornmunity
Certops decandra-Bruguiera parviflora-cernmuntty
5-1: Typicel subcommunity
     S-1-T: Typtcal undev-unit
     S-l-2: Acanthus ilicifolius-under-unit

6:

7:

5-2: Xylocarpus moluccensis-subcornmunity
Acrostiehum speciosum-Xylocarpus moluccensis-communtty
Phoenix pa}dosa-Herttiera }ittoralis-community
7-1: Xylocarpus granaturn-g. ubcomrnunity
7-2: Typical subcommunity

(]OMMUXIityuTliL: 1 2 3 4 7

5-1 S-･2 7-i 7-2
S-1-1 S-1-2
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lleighLoftrc,e-2layer(m): 7IOl211 99- J- -- 11l31115 16 1310 --- 9 151314 - 12IS 14 1112 l21212 1113Cov"roltree-21,ayer(%): 3o4e2o3o 4040- -- -- 7o703060 10 1020 --- 40 303030 - 3030 25 7030 4o3o3e 4o6eUeighLot'shrvblayer(m): 3664 446 4)r 44 44)rs 10 4S 486 5 679 7 47 6 45 666 66Coverofg.hrublayer(Vt.): lo3o3eSo 30307o 7070 7560 30IS7030 15 5040 708080 70 9o6060 50 303o 3o 3o2e 304060 7020
Heightofherblayer(m): 1211 121 ll 11 1.2111 1 11 LSIL2 1 111 1.5 ll l 1.21 111 11Covereiherblayer<"1.): 510510 301510 IO10 55 70510S 5 3o20 103010 3o 3015IS 30 3030 20 IS15 30155 2015
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                Table. 2. Community Table of Mangrove

8. CZei'odencb-on inei'me-Acanth2is ebi'acteatus-community

     8-1. Typical subcommunity

     8-2. Acrostich2tvt azireuin-subcommunity

9. I)ei?'is h'Cl(bliata-Acctnthits ilic4fblius-community

Vegetation (2)

Comrnunity unit:

No. of relev6:

Field-no. (T84-):

Location:

Line no.:

Point of investlgated area (m):

Area of relev6 (m2):

Height of shrub layer (m):

Cover of shrub layer (%):

Height of herb layer (m):

Cover of herb layer (%):

Total no. of $pecies:

Differential species of community:

  Acanthz(s ebiucteatus

  Clei'odendi'on inernie

Differential species of community:

H
H

  Acrostichitnt aztreu7n

Dlfferential species of communlty:

H

  Acanthtis il'icilfolitis

  Derris trij`bliata

  ,IFVnlaysonia inaritima

Companions:

  Rhizophora mpiculata

  Acrostich.itm sPeci.osuin

  Bntgi{i.ei"a c),li.ncbAica

  Brugztiera Pai"vifloi"a

  Rhixophora muci'onata

  Deri'is ccvzdenatensis

  .>(lrylocaitezts granatum

  Ceriops decandra

  Xylocaipus inoktccensis

  Avicennia otl[)C}'cilnalz's

  Brtegttiera gymnori'hixa

Locatins,: S: Songklha, R
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　2．　ライン番号：Pa皿9－nga畦，調査地：Pang引ga

　この調査地点は，8mの幅で生育しているAτ認ル

廊7澱廟α群落を前線として，κy奴α1伽∫アノzoZπ6－

6碗∬ど∫が高木第一層に優瀕していることによって特

微づけられる　Aα’0漉疏μ1π　∫ρ頗0∫Z〃ルXメ06αψZ4∫

〃’o伽6c伽5f∫群落が広い面積を占めて生育している。

調査ラインの長さは，150mであり，さらに延長して

も群落配分の変化がほとんどみられない。起点よりの

販離が5－25m，70－1001nの位置には，伐採後の二

次植生として，群落の高さがlm，植被率が60－70％

のDα7廊〃¶⑳伽’α一Aご磁’加3読Cヴb伽∫群落が生育

している。

　3．　ライン番号；Pang・臓ga－2，調査地：Pa鷺9¶ga

　この調査地点では，起点より内陸側にむかって長さ

160mの調査ラインが引かれている。生育している群

落はいずれもPIZO8π握力α面405α一翫1一漉θ1・αZ漉α層αZ∫5

群落にまとめられる植分であり，下位区分として

Xメα切ψ照9’喩ノ～碗δ碑興隆群落と典型下位群落とに

細区分できる。XンZoぐα7ψz’5　gγα即’己〃π下位群落は

Xンの。α厚η‘∫91β⑳zα彦z‘〃らβザz‘9厩6ノーα齢，〃碗。／7’1z茂αの

生育によって区分され，典型下位群落は特定の下位群

落区分種が生育していない。

　T84－34の植分（起点よりの距離が50－90m）の高

木第一層は，R1喰砂加ブα＠磁」α如から構成されて

おり，その正院率が60％となっている。しかし，他の

地点では，高木第一層の殖被率が低く，高木第二層お

よび低木層の植被率が高くなっており，間伐の影響が

強く及んでいる。出現画数は何れの地点においても10

種を越えている。他の調査ラインとの比較という点か

ら樹鍾別，階層刷の総合優占度の項では，飾漉卿瀦

♂～蜘1認ガ5，」耽08π耽ρα」π405α，Eπ06びσ1ぜαα9冨Joじ1‘ζど

などの種を示されていないが，これらの種は，高い総

合優占度の値を示している。

　4．　ライン番号：PaR9・11ga－3，調査地：Pang－nga

　この調査ラインは120mの長さでデータが収集され

ている。群落の高さが20m以下と限られており，かつ

てR1成。助α’α砂∠α廊亡αを【・i・1心に大木が伐採された

植分であろう。しかし，現存している植分では群落の

高さは低いが，高木（第一）層の植被率は，一部を除

けば，70％を越えており，下層の繁茂も限られている

など群落構造は自然植生に準じる程度まで発達してい

る。群落区分は，起点よりの座標が55mを境として，

前線側がノ1げ0読613ε‘ηZ∫ρ6ごど05～〃ルXyOごα1＝ρ！∬1π0♂Z‘一

ご‘θη廊群落であり，内陸側がC8がoρ56θcαπ47・α一Bハ

％9厩8耀ρ〃妙耀。配群落である。Rゐ飛砂乃。プα規。伽ひ

06／75’5は，起点からの座標がq5mから5mの位置

111

（汀線鯛最前線）にあたる調査番号：T84－37に限っ

て生育している。

　C．　MFRC地区（Ra皿0鷺9）の現存植生國

　タイ国でも最も良質なマングローブの自然林が残さ

れている地区の一つがMFRC地区であるとされてい

る。とくに，高さが30m近いRlz舵。少1zo1’α砂’α’Z‘乙齢

林は，人為的影響がほとんど加えられていない自然林

として高く評fllliされてきている。今夏は，限られた蒔

間の現地調査であったが，MFRC地区の慨観的現存

植生図が作成された。今後航空写真などによる比較検

討を行ない，最終的な現存植生図および潜在自然植生

図の作成が計画されている。さらには広域的な植生図

の作成も可能である。

　今回f乍成された植生図は，以下に示されている凡例

にまとめられている。

　1．50／zη8’一αアーガααあα41甑coノηz～αα♂加一cOmmunity

　2．．肋こごεノ〃z∫α1〃απアzα一CQmmu賦y

　3．Bブz‘9癬’罵9⊃η1ηzo1フー用澱一R厩oρん01認妙ごα‘Zα∫α一

　　communlty
　4．Aαり縦ぬ〃πψ8C103κノルX：y♂0α〃ψ1’5ノノ～0諏‘6βη5応

　　COInmunlty
　5。C6r‘0／）∫46cα刀4ハπ一Br〃9～でf6ノπ／）αブη卯。ノ瀦一

　　commu賦y
　6．D8〃ゾ5々・埆々α’α・Aごα〃〃～～’∫〃。ゲb伽∫一communlty

　7．Upland　forest　vegetatlon

　8．Village

摘　要

　昭和59年3－4月にタイ国南部のRanong，　Pang－

ngaおよびSongklhaの3地点のマングローブ植生

を対象とした植物生態学的調査が実施された。現地調

査データをもとに室内作業による解析を行った結果は

以下の3点にまとめられる。

　L　群落区分：49地点で調査資料が収集された植生

調査データは，（1）30ノηzθrα加αZ6α一Aη瑠朋ぬα乃α

群落，（2）幽・・π廊…α漁α群落，（3）XツZ・・⑳ψ郡5

gr伽磁〃μ群落（4）B川9～幽ug：y／1～ノ～・η原酒R㈱一

〇ゾ）1zoグα　く4）ピcz‘Zαごα　量洋落，　　（5）　　（〕8’［’（4）∫　4（ノ6α〃6面一α一13アρμ一

gz‘ε61尋α餌ruψorα群落，（6）Aα叩。∫距。んZ〃ノ凄ゆ戯05μノη・

Xメ。‘αψ～硲〃ω♂τκc8ノ～5’5群落，（7）Plzoθ舩τραZzぞ405α・

飽ノ寵諭4αZ読01ぐαZお群落，（8）α6’僧048ノ～41層。ノ～∫ノ～8r〃zc・

ノ1ごα漉1Lμ∫のrαc彰α孟郡群落および（9）D8’γ∫∫〃ガbZf認α一

A6αη諏‘5読Cの伽‘5群落の9群落に区分された。

　2．群落構造：RanongおよびPang・ngaの4地点

で汀線から内陸側にかけて基線が引かれ，基線上の植
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Figure　6．　Actual　Vegetation　Map　of　MFRGArea，　Ranong（Thailand）．

　　1egende

　　1：50／zη61一α”αα乃α一二窃68ノ〃zfαα齢α一community，2：盈瞬ご6〃〃忽1πα1ゴノ～α一

　　community，　3；B1’～‘gz癬プα95ηπノ～oノブ’1ゴ瀾一Rん詑（4》ん01層α妙’α∫如’α一com－

　　munity，4：且θ闇。頭clzz〃ノz　5ρo‘∫05～〃ルXメocαψμ∫1πo々κご6／z5’5－community，

　　5：Cθノ・ガ（ψ∫漉。αノz二一α一Bノ・z磐κ諭・α汐α’・”ゲZα・α一community，　6：D81フ¶f∫

　　カ4施々α孟α一ノ1ごαπ〃zz∠∫π6ゲb々π∫一community，7：Upland　forest　vegetation，

　　8；Village．

生を対象としてFlgure　2－5に示される群落構造の解

析を行なわれた。

　3．植生図：RanongのMFRC地区を対象とした

現存植生図（Fig．6）が作成された。植生図は，植生

調査資料をもとに8凡例によりえがかれている。

Summary
　　　　This　report　summarizes　the　results　of　a　study　on　the　plant　ecology，　especially　on　the　com－

munity　classification　and　community　structure　of　mangrove　vegetation　in　the　southem　part　of

Thailand（the　Malay　Peninsula），　which　was　conducted　from　March　to　April，1984．　This　study

is　being　performed　as　part　of　the　interdisciplinary，　comprehensive　survey　and　research　prolect

o無the　natural　vegetation　of　mangroves　in　Thailand　from　various　viewpoints　of　physiology，

growth，　ecology，　environment　and　utilization．

A．Community　Classification：Original　records　of　the　vegetation　survey　conducted　at　49　points
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 in the field were comPiled by desk work into a composition table, and the following nine

 communities were established:

   1. Sonneratia alba-Awicennia alba-community

   2. Awicennia marina-community

   3. Xovloca71pus granatttm-community

   4. Brztgztiera .olymnorrhiza-Rhixophora apicttlata-commui)ity

   5･ CeriolS)s decandf-a-Brugttiera f)ai'vifZora-community

   6. Acrostichtt"z speciosum-Xrvloca7pzts moluccensis-community

   7. Phoenix paL'udosa-Heritiera littoralis-community

   8. Clerodendron inerme-Acanthus ebracteatus-community

   9. Derris trilfbliata-Acanthus iliczlfblizes-community

IJ'). Community Structure: In order to analyze the relation between the groundwater and

  coinmunity structure in mangrove vegetation, a base line of several hundred meters was

  established between shoreline and inland, and a plant sociological vegetation survey was

  conducted for every extension having homogeneous community structure and physiognomy.

  This survey was conducted at four points in total; one at Ranong and three at Pang-nga.

  Analysis on the comrnunity structure was made with respect to four items shown below and

  the results are indicated in Fig. 2-5.

      (1) Coordinates of the base line drawn from shoreiine as starting point to inland, (2)

  vegetation survey points (data were taken at every vegetation survey point), (3) hierarchial

  structure and the vegetation cover ratio by hierarcby, (4) overall dominance by principal

  structural species and by hierarchy, (5) number of species appeared, and (6) plant community

  classifications.

C, Present Vegetation Map for MFRC District (Ranong): A present vegetation map based

  on appearance was prepared for MFRC District where the best quality mangrove forests in

  Thailand have remained. The vegetation map prepared this time comprises the legends

  listed below.

    1. Sonneratia alba-Awicennia alba-community

    2. Awicennia 7narina-community

    3. Brttguiera gymnorrhixa-.Rhik"'olbhora apicztlata-community

    4. Acrosticht{m speciostem-Xovlocaipus molztccensis-community

    5. Ceriops decandra-Brztguiera pavilfZo7Aa-community

    6. Derris trtfoliata-Acanthus ilicifolius-community

    7. Upland forest vegetation

    8. Village

                                               Thailand. Kasetsart Un}v. For. Bull. 38: 1-42.
               st igft                                               Bangkok.
tt'X}t'sornl<oae,S.1975:Structure,Regenerationand Braun-Blanquet,J.1964:Pflanzensoziologie.Grund-

  I'roductivilityofMangroveinThailand.Ph.D. zugederVegetationskunde.865pp.3.Aufl.Wien,

  Thesis,MichiganStateUniversity.109pp.Michi- NewYork.

  gan. Macnae, W. 1968:AGeneral Account of the Fauna
,tXksornl<oae,S.1976:StructureofMangroveForest andFloraofMangroveSwampsandForestsin

  atAmpoeKhlung,ChangwatChanthaburi, theInde-West-PacificRegion.Adv.Mar.Biol.6:
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